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基本事項のふりかえり
【地方公営企業とは】
 地方公共団体が、住民の福祉の増進を目的として設置し、経営する企業。
事業例:上・下水道、病院、交通、ガス、電気、工業用水道、地域開発、観光

 一般行政事務に要する経費が租税によって賄われるのに対し、公営企業は、提
供する財貨又はサービスの対価である料金収入によって維持される。（受益者
負担、独立採算制を原則とする。）

【経営戦略とは】
 地方公営企業を経営するうえで、人口減少、施設の老朽化などにより今後ます
ます厳しくなる経営環境に対し、将来的に安定したサービスを提供できるよう
経営基盤を強化するための中⾧期計画。基本10年以上の投資・財政計画を中心
とする。

【日本の水道の状況】
 水道事業の所管が厚生労働省から国土交通省へ移管
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令和６年度全国水道主管課⾧会議 説明資料より
国土交通省水管理・国土保全局 上下水道審議官グループ 令和６年４月22日（月）
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１）本市の水道事業について

 供用開始:昭和43年10月（55周年）
 水源:沖縄県企業局からの受水（100％）

西原浄水場系（主水源:福地ダム）
石川浄水場系（水源:北部河川系、久志系）

 業務量:給水人口 65,690人
(R４末)  給水栓数 24,564栓

有収水量 6,651,843㎥/年
有 収 率 96.45％

 予算規模:収益的収入 17憶4千万円 収益的支出 16憶3千万円
(R４決算)  資本的収入 1億9千万円 資本的支出 6憶7千万円

 耐震化、老朽化の状況:別添資料参照
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２）沖縄県企業局の水道料金値上の
影響について
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３）本市の水道料金の適正水準について
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参考:下水道使用料の改定内容

改定による増収額シミュレーション

改定前総収入額 327,927千円
改定による増収見込額 106,911千円
改定率 32.6％
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